
館山市立船形小学校 
                                  所在地 館山市船形 405-2 

                                  電 話 0470-27-2528 

                                  ＦＡＸ  0470-27-6419 

 

１．学校教育目標 

 「やる気いっぱい やさしさいっぱい 元気いっぱい」 

  ○よく考え、自ら学びぬく子（やる気いっぱい） 

  ○思いやりのある子    （やさしさいっぱい） 

  ○進んで体をきたえる子  （元気いっぱい） 

 

２．経営方針 

 「子どもの夢を育み、創造と活力あふれる学校をめざす」 

（１）知･徳･健のバランスのとれた心豊かな人間性と社会性を培い、子どもの自己実現を支援します。 

    （２）基礎的・基本的な知識・技能の習得と、個性を認め伸ばす教育の推進に努めます。 

    （３）家庭･地域との連携を密にし、信頼を深め、地域と共に歩む学校づくりに努めます。 

 

３．経営の重点 

 （１）学力の向上と主体的に学ぶ態度の育成 

   ① 基礎・基本の定着 

   ② 読書活動の推進 

   ③ 考え、表現する力の育成 

   ④ ＩＣＴ教育の推進 

   ⑤ 児童の興味・関心を大切にした総合的な学習の実践 

   ⑥ 層別研修の推進  

 （２）心の教育の推進 ～自己肯定感の育成～ 

  ◇認める、ほめる場の設定と工夫 

① 教育活動全体を通じた道徳教育の推進 

② 縦割り活動を通した交流 

③ 地域を生かした教育活動の実践 

④ いじめの予防、早期発見、早期解決 

   ⑤ 望ましい学習集団の育成 

⑥ 清掃活動の充実 

⑦ インクルーシブ教育の推進 

 （３）体力・健康・安全教育の推進 

① 体育授業の充実 

   ② 体力の実態の分析と対策 

   ③ ロング昼休みの活用 

④ 健康面の実態把握と家庭との連携 

⑤ 安全教育（自分の命は自分で守る） 

   ⑥ 感染症対策の徹底 

 （４）地域に開かれ、地域とともに歩む学校 

① 情報発信 

   ② 地域・関係機関との連携 

   ③ 学校評価の分析と反映 

  



４．研究計画 

（１）研究主題 「できた！わかった！！」を実感できる子どもの育成 

         ～ユニバーサルデザインを意識した授業づくり～ 

（２）研究目標 ◇主体的・対話的で深い学びに向けた有効な手立てについて、授業実践を通して 

明らかにする。 

◇日常の実践から、授業でＩＣＴ機器を積極的に活用し、その効果を検証する。 

 

５．日課時程  ※曜日により、午後の日程に一部変更あり 
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６．学級編成 
 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 こすもす 

（知的） 
たんぽぽ 
（知的） 

なのはな 
（情緒） 合計 

男子 ６ ４ ７ ４ １１ ９ ２ ５ ４ ５２ 

女子 ２ ８ ８ ７ ５ １０ ５ ２ １ ４８ 

合計 ８ １２ １５ １１ １６ １９ ７ ７ ５ １００ 

 

７．職員構成 

職名･担任 氏名 教科･分掌 職名･担任 氏名 教科･分掌 

校長 網代 智恵  
なのはな 
(情緒) 堀江 俊臣 人権・福祉教育 

教頭 田中福太郎  専科 嶋野 佳苗 
生徒指導・研究主任 

音楽、家庭 

教務・４年 吉野  敦 
教育課程 

４年担任 
養護教諭 井上 里枝 

保健・給食 

教育相談 

１年 石川 由美 
道徳教育推進教員 

保健主事 
事務長 鈴木由貴子 庶務、経理 

２年 岡田 庸一 
安全主任 

児童会活動 
きめ細 佐久間美穂 学習支援 

３年 斉藤みなみ 
教科書給与 

国際理解・キャリア教育 

スクールサポート 
スタッフ 飯田 昴平 事務作業補助 

５年 夏井  駿 
体育主任 

クラブ活動 
学習支援員 高橋 恵子 学習支援 

６年 山木 一郎 
情報教育 

特別活動 
学習支援員 樋口 鈴美 学習支援 

こすもす 
(知的) 源間 由佳 

特支ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

図書館教育 
事務補助員 羽山 京子 

給食業務 
学校用務 

たんぽぽ 
(知的) 押元 文子 

出席統計・学籍 

長欠対策 

スクール 
カウンセラー 

篠田 梓 教育相談 
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９．沿 革 

明治 5   船形地区は西行寺、川名区は長勝寺を校舎にあてる 

22     船形村立船形小学校と称し、現在地に校舎を新設 

大正 12. 9 関東大震災のためほとんどの校舎が全壊（一部校舎は半壊） 

昭和 22. 4 館山市立船形小学校と改称 

28.10 火災のため校舎･講堂計 1,580㎡消失（以後約２年で新校舎竣工） 

46. 7  プール(25ｍコース竣工) 

55. 4 新運動場用地 5,104㎡を取得（一部借地・56.1造成完了） 

55.12 ｢船形史考｣1,200部発行（ＰＴＡ共同編集） 

56. 2 防音校舎第１期工事着工（57.2完了） 

58. 2 防音校舎第２期工事完了（校舎移転・旧校舎解体） 

58. 3 防音校舎 幼・小竣工式 

59. 3  ＰＴＡ事業でアスレチック工事開始（60.9まで３期実施） 

61. 8 新講堂工事着工（62.3新講堂竣工式） 

62.12 中庭庭園完成 

平成  2.11 交通安全教育推進地域事業全国公開研究会開催 

      3. 9 プールトイレ工事完了 

   5. 7  ＰＴＡ作業で旧アスレチック解体、改修工事 

   7. 7 ターザンロープ新設 

   9. 7 校庭整地作業 

   10. 7  アスレチックの改修工事（網の張り替え） 

   11. 4  文部省指定「地域の人材を活用した道徳推進事業実践研究協力校」 

   12.11  文部省指定「道徳教育公開研究会」 

   18．4 船形地区子ども見守り隊発足 

   20. 4 県教委及び安房地区教育委員会連絡協議会から体育学習の指定を受ける 

   20. 6 体育館屋根改修工事 

   21. 5 開校 120周年記念春季大運動会開催 

   22.10  千葉県教育委員会指定「学校体育」の公開研究会開催 

   23.11 全国学校体育研究優良校受賞 

   26.10 非常階段改修工事完了 

27. 1 船形地区こども見守り隊交通安全県優良団体表彰 

   27．2 アスレチック改修工事完了 

   27. 2 体育倉庫脇外灯設置 

   28. 4 特別支援学級（肢体不自由）開設 

   29. 6 温水プールでの水泳授業開始 

   31. 2  北側校舎２Ｆ・３Ｆ女子トイレバリアフリー工事完了 

令和 1．6 教室エアコン取り付け工事完了 

 2．3 体育館天井改修工事完了 

 2.10  校舎内階段床材張替工事完了 

 2.12  浄化槽移設工事完了 

 3. 4  文科省指定「ＩＣＴを活用した障害のある児童生徒等に対する指導の充実」研究指定校 

  4. 3  アスレチック解体工事完了 

 4. 3  プール解体およびプール跡地への駐車場設置工事完了 

 



館山市立那古小学校 
                           所在地  館山市那古２７２ 

                           電 話  ０４７０－２７－２６４４ 

                           ＦＡＸ  ０４７０－２７－６８９６ 

１ 学校教育目標 

         何でも，ゴシゴシ磨いて，しなやかに生きる児童の育成 

那（な）…何でも    ＝頭（勉強）も【知】，体（運動）も【体】，心（自分自身）も【徳】 

古（ご）…ゴシゴシ磨いて 

＝一生懸命勉強して【知】，たくさん鍛えて【体】，自分に厳しく，人に優しく【徳】 

小（しょう）…しなやかに 

＝とにかくやってみよう⇒チャレンジ（Challenge）      

       無理せずに続けてみよう⇒チャンス（Chance）        

       意地を張らずに，受け入れてみよう⇒チェンジ（Change）    

 

２ 経営方針 

   「熱意・誠意・創意」ある教育を実践する！ ～「子ども」を主語に～ 

  ○ フットワーク → 「迅速・切り替え」の素早い行動（知覚動考） 

○ チームワーク → 一人一人が持つ能力をかけ合わせた成果へ 

  ○ ネットワーク → 報告・連絡・相談（ホウレンソウ）を基盤とした繋がり 

 

３ めざす子どもの姿 

○ 疑問を追究し続ける子（確かな学力） 

  ○ 相手も自分も気持ちよさを感じられる子（豊かな心）  

○ 元気に遊び，運動を楽しむ子（健やかな体）  

 

４ めざす教師像 

  ○ 熱意・誠意・創意をもって職責を遂行する教師 

  ○ 「わかる→できる→楽しい」授業ができる教師 

 ○ 子どもの心を掴み（寄り添い）よさを引き出せる教師 

 ○ 協働でき学び続ける教師 

 

５ 研修計画 

(1) 研究主題    最適解を導き出し，実践する子の育成をめざして 

          ～「考え，議論する」道徳科の授業を通して～ 

 (2) 研究の目標   道徳科において「考え，議論する」手立てを取り入れた授業実践を通して， 

課題に対する「最適解」を導き出し，実践する児童を育てる。 

６ 生徒指導 

(1) 目標  一人一人の児童の人格を尊重し，個性の伸長を図りながら社会的な資質や行動力を

高め，さらに児童自ら，現在及び将来における自己実現を図っていくための自己指

導能力を育成する。 

(2) 本年度の取り組み 

①生徒指導の会・・・生徒指導の会を月に１回開催する。 

②教育相談・・・・・教育相談月間を年３回（６月・10月・１月）位置づける。 

③長欠対策・・・・・長欠０をめざす。 

 

 

 



７ 日課時程 

  時                程 

朝の会 ８：００  ～   ８：１０ 

フレッシュタイム ８：１０  ～   ８：２５ 

月・金 朝読書 火・水 算数チャレンジ  木 学級裁量 

１校時 ８：３０  ～   ９：１５ 

２校時 ９：２０  ～  １０：０５ 

業 間 １０：０５  ～  １０：２５ 

３校時 １０：２５  ～  １１：１０ 

４校時 １１：１５  ～  １２：００ 

給食・歯みがき １２：００  ～  １２：４０ 

昼休み １２：４０  ～  １３：２０ 

清 掃 １３：２０  ～  １３：３５ 

５校時 １３：４０  ～  １４：２５ 

６校時 １４：３０  ～  １５：１５ 

月曜日  企画会，職員会議，生徒指導の会     水曜日  委員会，クラブ 

木曜日  清掃なし 5校時13:20~14:05 6校時14:10～14:55  校内研修，職員打ち合わせ   

※職員会議，生徒指導の会のある日は５校時授業 

 

 

８ 学級編成・担任                      令和５年４月１日現在 

学 級 
児童数 

担任等 
主 な 

分掌等 
学 級 

児童数 
担任等 

主 な 

分掌等 男 女 合 計 男 女 合 計 

校 長    田中 和人 校務全般 4年1組 8 12 20 安田  愛 国語・自主研リーダー  

教 頭    佐野 元美 庶務ＰＴＡ 4年2組 9 11 20 三浦 裕太 体育主任 

教 務    牧野 義昭 教育課程 5年1組 7 13 20 猪込 敏之 研究主任 

けやき１ 8 0 8 池谷真由美 環境教育 5年2組 6 13 19 庄司麻由佳 外国語主任 

けやき２ 7 1 8 前田 美穂 図書館教育 6   年 9 13 19 小池 慶子 特活主任 

ユーカリ１ 4 1 5 髙橋いずみ 音楽主任 養護教諭    岩切  愛 学校保健 

ユーカリ２ 4 0 4 松本 直樹 特別支援コーディネーター 主  事    山田  操 学校事務 

すずかけ    堀江 浩美 保健主事 支 援 員    佐野 和江 学習支援 

1  年 13 9 22 鈴木 亜美 算数・幼小関連 支 援 員    庄司 紀子 学習支援 

2   年 6 20 26 木村 香映 生活・委員会活動  支 援 員    田中 浩子 学習支援 

3   年 17 13 30 小野寺 亮 生徒指導・安全主任  初任者指導    鈴木 容子 指導教諭 

 事務補助員    渡辺日出子 給食補助 

学校用務 

スクールサポー

トスタッフ 

   田畑智佳子  

男子 98名  女子 106名  全校 204名 



鈴木 小池 池谷 山田 （岩切）

◎ 鈴木 木村 猪込 前田
◎ 猪込 小池 安田 鈴木 前田
◎ 安田 ○ 牧野 鈴木 庄司

5 ◎ 小野寺 三浦 松本
0 ◎ 小池 猪込 髙橋
2 ◎ 小野寺 小池 堀江 鈴木 岩切 ＳＣ
0

◎ 堀江 ○ 三浦 岩切
◎ 松本 ○ 池谷 前田 髙橋 堀江
◎ 岩切 教頭

国語 ◎ 安田 木村 書写 ◎ 堀江 髙橋 社会 ◎ 前田 松本 算数 ◎ 鈴木 池谷 理科 ◎ 小池 小野寺

生活 ◎ 木村 鈴木 音楽 ◎ 髙橋 庄司 図工 ◎ 池谷 安田 家庭 ◎ 猪込 小池 体育 ◎ 三浦 猪込
外国語 ◎ 庄司 小野寺 総合 ◎ 小野寺 猪込 道徳 ◎ 小池

◎ 鈴木 木村 ◎ 池谷 髙橋

◎ 牧野 髙橋 庄司 小野寺 ◎ 池谷 木村 松本
◎ 三浦 猪込 岩切

小池 安田 庄司 前田 木村 岩切 堀江
◎ 池谷 髙橋 三浦 猪込 松本 小野寺

牧野 鈴木

◎ 小野寺 ◎ 堀江 ◎ 髙橋
◎ 松本 池谷 前田 髙橋 ◎ 松本 池谷
◎ 小池 堀江 （校外）（校内）

◎ 前田 木村 前田
◎ 松本 小野寺

◎ 小野寺 木村
◎ 岩切 堀江 堀江 岩切
◎ 教頭 牧野 堀江
◎ 髙橋 池谷 岩切

 

◎ 牧野 ◎ 山田
◎ 堀江 木村 安田 ◎ 髙橋 堀江 松本

小池 ◎ 牧野 堀江 　
◎ 髙橋 鈴木 　 ◎ 山田 教頭
◎ 鈴木 堀江 　 ◎ 教頭 牧野 松本
◎ 教頭 山田 牧野 ◎ 岩切 堀江

◎ 山田 松本 ◎ 山田 教頭 各担任

◎ 山田 ◎ 山田 教頭 　 　 　 　
◎ 山田 教頭 ◎ 教頭
◎ 教頭 松本 校長
◎ 三浦 庄司 教頭 ◎ 岩切 牧野
◎ 岩切 髙橋 池谷 ◎ 教頭 牧野
◎ 教頭 牧野 ◎ 渡辺 山田
◎ 三浦 猪込 ◎ 三浦 猪込

◎ 池谷 髙橋
◎ 岩切 堀江

　

小池 池谷 安田
三浦 小野寺 猪込
松本 木村 前田

◎ 堀江 鈴木 庄司 岩切
髙橋 堀江

館小２館山市立那古小学校

総　　務 牧野 体　　育

親和会
（会計） 広　　報

学期当番 学級役員（ベルマーク作業）

地区校外指導

　 　
庶務会計 教頭 家庭教育学級

庶務・PTA 開かれた学校推進（学校情報発信） ◎ 教頭 牧野

室内美化（行事前生花） 事務補助員 渡辺日出子
初任者指導 鈴木　容子

体育施設・遊具 プ ー ル 学習支援員 庄司　紀子
校地環境美化（花壇等） 学習支援員 田中　浩子

清掃用具 水道・電気 主　　事 山田　　操
営　　繕 ゴミ置き場 学習支援員 佐野　和江

情報管理 すずかけ 堀江　浩美
机・椅子 ｽﾄｰﾌﾞ・加湿器・扇風機 養護教諭 岩切　　愛

教材備品 各教科主任 消 耗 品 ユーカリ１ 髙橋いずみ
文書管理

防火・防災
牧野 ユーカリ２ 松本　直樹

◎ 三浦 猪込 小野寺 けやき２ 前田　美穂
けやき１ 池谷真由美

管理 管理備品 ◎ 教頭 山田 運 動 場

岩切 ５年２組 庄司麻由佳
教育扶助 学年・学級 ６年 小池　慶子

５年１組 猪込　敏之
会計 県・市 ◎ 山田 給 食 費 ◎

教 科 書 児童名簿 ４年１組 安田　　愛
諸 表 簿 保　　健 ４年２組 三浦　裕太

学芸展作品 ２年 木村　香映
出席統計 文　　書 ３年 小野寺　亮

学籍（転出入） 共済・互助・学生協 教務主任　 牧野　義昭
指導要録 応募（長期休業） １年 鈴木　亜美

堀江 教　　頭

職　員　構　成
校　　長 田中　和人

佐野　元美学籍（在籍） ◎ 教頭 山田 岩切◎給食日誌

給食指導
清 掃 指 導

事務 ◎ 山田 教頭

庶務

図書館教育 学校図書館司書教諭
視聴覚教育・情報教育

安 全 教 育
保 健 指 導 保健主事 環境衛生推進者

社会教育・生涯学習

生 徒 指 導 教育相談 長欠対策
特別支援教育 特別支援教育コーディネーター

人 権 教 育

◎小池 （各担任）

研究・研修 ◎ 猪込 小池 自主研 ◎安田　○猪込　鈴木　木村　小野寺　三浦　庄司　前田　髙橋　松本　岩切

◎安田
※ ６月にクラブ開設予定

学級活動

◎小池 美　化 体　育 情　報
給食

クラブ活動

木村

健康安全・体育的行事

児童会活動 委員会活動 運　営 図　書 保　健

遠足・集団宿泊的行事 ◎ 小池 猪込 安田

文化的行事 勤労生産・奉仕的行事

儀式的行事 ◎ 牧野 小池 猪込 鈴木

特別活動 ◎ 小池

学校行事 牧野

◎ 髙橋 安田 三浦猪込 小野寺陸　上 ◎ 三浦 猪込 小野寺 音　楽

松本
幼小関連 環境教育

特別練習 体　操 ◎ 三浦 安田

食　育 ◎ 堀江 岩切 プログラミング ◎

セクハラ相談窓口

教科等経営

（道徳教育推進教師）牧野

新しい教育課程 ｷｬﾘｱ教育 ◎ 堀江 猪込

学校保健・体力向上推進委員会 髙橋 松本
教育支援委員会   

いじめ防止対策委員会
各学年主任

小池

職員会議 特別支援
◎池谷 前田

６　年

各
委
員
会

教務 牧野

教頭
生徒指導委員会 ４　年 ◎安田 三浦
道徳教育推進委員会 ５　年 ◎猪込 庄司

研究推進委員会 ２　年 木村
学力向上推進委員会 ３　年 小野寺

堀江

令和５年度　校務分掌 ★ 校長，教頭，教務は下記の委員会に原則として参加する 第３版　令和５年４月４日

企画委員会・（感染対策本部）

校長
モラールアップ委員会

学
年
・
学
級

１　年 鈴木



１０ 沿革 

 明 7.6  正木尋常小学校（大泉寺）、亀ヶ原尋常小学校（秀満院）開校 

 〃 7.7  那古東尋常小学校、那古西尋常小学校開校 

 〃16.1  那古東、西尋常小学校を統合し、那古寺に那古尋常小学校開校 

 〃17.1  正木、亀ヶ原両尋常小学校を統合し、大泉寺に正木尋常小学校開校 

 〃34.4  明倫尋常小学校開校 

 〃36.4  那古、正木、明倫尋常小学校を統合し、現在地に那古尋常小学校開校 

 大 12.9  関東大震災のため全校舎倒壊 

 昭 3. 3  全校舎新築完了 

 〃16. 4  館山市那古国民学校と改称 

 〃22. 4  館山市立那古小学校と改称 

 〃29. 2  創立 50周年記念事業実施 

 〃29. 4  那古小学校に付属幼稚園を設置（44.4 幼稚園独立） 

 〃29. 7  関東ブロック放送教育大会指定校として公開 

 〃38. 8  特殊学級設立 

 〃44. 4  幼稚園独立 

 〃45. 8  水泳指導用プール完成 

 〃49.11  全国女子体育研究大会指定校として成果を公開 

 〃52. 9  校舎新築工事着工 

 〃53. 3  第 1期工事完成、特別教室（図工室、理科室、音楽室、家庭科室 2室） 

 〃54. 2  第 2期工事完成、普通教室（10教室）、保健室、放送室、玄関 

 〃55. 2  第 3期工事完成、普通教室（4教室）、図工室、職員室、応接室、事務室 

 〃56. 2  体育館完成 

 〃57. 9  校庭歩道舗装工事完了 

 〃58. 1  学校安全教育優良校として県教育長賞を受ける 

 〃60. 3  普通教室（3教室）増築工事完成   

 〃60. 3  裏山健康体力づくり道路舗装完成 

 〃61. 3  体力づくり大型遊具等完成 

 〃63.10  健康優良校として県教育長賞を受ける 

 平元. 4  言語治療教室開設 

 〃 2. 4  福祉教育推進校の指定を受ける（2～4年度） 

 〃 2. 8  言語教室改造工事、給食車進入路舗装工事完成 

 〃 2.11  那古 PTA、交通安全活動で千葉県教育長表彰 

 〃 4. 3  飼育小屋、小鳥小屋完成 

 〃 4. 9  ことばの教室、会議室前ベランダ側壁の窓建築工事完了 

 〃 5. 3  音楽室床改修 

 〃 6. 4  県教育委員会より「生徒指導推進地域指定」（2ヶ年）を受ける 

 〃 7.11  「生徒指導推進地域指定」研究発表 

 〃12. 6  プール内塗装、プールサイド補修工事 

 〃14. 4  情緒障害児学級開設 

 〃15.11  那古小創立 100周年記念事業の実施、12町内会の山車、屋台が校庭に集合 

 〃17. 3  アスレチック改修工事完了 

 〃17. 3  県教育委員会より「学校環境衛生教育」研究指定（17～18年） 

 〃18. 1  ネットデイ実施 

 〃18. 4  地教連より学校課題研究推進指定校となる 

 〃19.11  地教連指定により「国語力の育成」公開研究発表会実施 

 〃19.12  校舎・体育館耐震工事 

 〃20. 4  全校文集「なごの子」全国表彰される 

 〃20.11  自主公開授業研究会開催「国語力の育成」 

 〃22.11  体育館外トイレ新設  

〃29. 9  「命の大切さを考える防災教育公開事業」地区合同避難・引き渡し訓練実施 

〃29.11  「命の大切さを考える防災教育公開事業」防災教育公開授業・講演会実施  

令 3. 4   県教育委員会より「特色ある道徳教育推進校」（2ヶ年）研究指定を受ける 

〃 4      県教育委員会指定「特色ある道徳教育推進校」公開研究会３回実施 



 

学校教育の充実のために，校長のリーダーシップと確かな現状分析に

基づく学校経営の推進 
○知識や技能の習得を通した「確かな学力」を身につけるための具体的方策や実

践。 

○「安全・安心で開かれた学校づくり」の更なる推進 

○生徒指導の充実を図り，明るい挨拶のある元気な学校，子ども一人一人の心の居

場所が確保されている学校の実現→いじめ・長欠解消･虐待の早期発見と防止 

館山市の教育施策 
 

・心，頭，体，バランスよく育ってほしい。 

・基礎学力の定着を図ってほしい。 

・学ぶ意欲を育成してほしい。 

・思いやりのある子どもに育ってほしい。 

・一人一人にきめ細かな指導をお願いしたい。 

・子どもたちの安全・安心を確保したい。 

 

・活動的で，創造的である。 

・地道な活動を避けたがる傾向がある。 

・後片付けが苦手である。 

・挨拶や返事ができる。 

２０２３      館山市立北条小学校 
所在地 館山市北条４５６ 

                         電 話 ０４７０－２２－２１４１ 

                                                       FAX  ０４７０－２２－２１４２ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の願い 

 

活力あふれ， 

 夢が膨らむ学校 
・子ども主体で，子どもに

とっても教師にとっても

楽しく活力あふれ，夢が

膨らむ学校 

・「あいさつ」と「歌声」が

響く学校 

目指す学校像 

 

認め合い，やり抜く子ども 

 
・一人一人違うことを意識している子ども 

・誰もがよさをもっていることを自覚できる子ども 

・必ずどこかに活躍場面があることを実感している子

ども 

 

継承と変革をめざす学校・教師 
「教師自身がやりたいことをもつ」 

日々，研修・研究に励み 

・「生きる力」である「確かな学力」「豊かな心」「健や

かな体」の育成に努めながら，教育の本質を主体

的に模索する教師 

・足下を見つめながらも，物事を時間的・空間的な広

がりの中でも考えようとする教師 

・より良くする為には，柔軟な発想で，新たな実践に

も思い切って挑戦する教師 

・子どもを愛し，知り，子どもを伸ばすための努力を

惜しまない教師 

・教える人こそ学ぶを実践し，何より人間的にも自分

を高めようと努める教師 

・保護者，家庭，地域を信頼する教師 

・分担に耐え，分担に生き，分担を超える教師 

目指す教師像 
目指す子ども像 

 
（１）学校経営：子どもも教師も北条小学校でよかったと思える学校に 
   ①明るい挨拶ができる学校      ②教師と子どもの信頼関係に基づく経営 
   ③安心・安全な学校         ④認め合い，高め合える教師集団の形成 
 
（２）学習指導：４５分で結果を出す。４５分の使い方を上手に 

①学習規律の徹底          ②基礎基本の徹底 
③「できた」「わかった」を大切に   ④ＩＣＴ活用による主体的・対話的で深い学びの展開 
⑤子ども同士の学び合いを大切に 

 
（３）生徒指導：子ども理解と学級経営が基盤 
   ①子ども理解            ②認め合う集団の育成         

③生活規律の徹底          ④いじめのない学校 
 
（４）人材育成：「教育は人なり」魅力的な教師になろう 
   ①具体的目標をもち，成長を実感できる教師   ②若手職員の育成 
 
（５）働き方改革：ワークライフバランスのとれた教師になろう 
   ①時間外勤務の縮減          ②業務改善に努める 

 

 

１，安心・安全  ２，学力向上 

３，人材育成   ４，働き方改革 

本年度の教育課題と取り組み 

課題へのアプローチ （教育の成果は子どもの姿で語られる） 

教育目標 

たくましく現代に生きる子どもの育成 

 

子ども一人一人の人間性を尊重する教育。 

子どもたちの問題意識を中心にとらえ，枠を取りはらい自由で柔軟性

のある教育を目指す。 

北条教育の理念 子どもの実態 



職員構成 

＜学校経営＞ 

・教師から明るい挨拶をする。 

・教師の笑顔で子どもに安心感を与える。 

・子どもの主体的取り組みを推進する。 

・丁寧で誠実な対応に努める。 

・情報発信に努める。・報連相を徹底する。 

・感染症へ的確に対応する。・産業医の活用を推進する。 

・不祥事につながらないよう，小さな変化に目を配る。 

・合い言葉「分担に耐え，分担を超える」学校，学年。 

・同僚性を大切にする。 

・他学年の様子を知ろうとする教師となる。 

 

＜学習指導＞ 

・学習規律の何を，いつまで，どのように身につけるのか，各

学年で明確にして取り組む。 ・教師が時間を守る。 

・丁寧で落ち着いた言葉を使う。 

・学習問題とまとめの一致。・評価での説明責任を果たす。 

・評価時期を明確にし，対策を随時講ずる。  

・タイピング練習に取り組む。 

・学ぶ意欲を大切にする。・導入に時間をかけない。 

・「できた」「わかった」を実現する手立ての工夫と継続的な働

きかけを行う。 ・４５分の中に思考場面を十分に確保する。 

・重点内容について教室環境として整備する。 

・ＩＣＴの効果的活用法を研究する。 

・聞き手を育てる。・最後までしっかり話す。 

・考えの変容が実感できる手立てをもつ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長 安藤 深佳子        教頭 髙橋 里奈 

１       年 髙木恵 (主)，山口彩乃，川名すみれ（副） 

２       年 江澤真里(主)，田邉裕太，德永武史（副） 

３       年 田中圭祐(主)，鈴木綾乃，郡司翔梧（副） 

４       年 石﨑淳子(主)，北原萌未，齊藤裕（副） 

５       年 斉藤優希 (主)，菅田有希子，亀田陽子(副)，  

６       年 渡邊知子(主)，島田理央，押本一代里(副)  

特 別 支 援 
早川泰子(主)，大山一郎（副），吉田友美，山口恭子，鈴木友和，岩﨑隆栄，石井麻子，秋山雅彦， 

鈴木智子，瀬戸口 翠，黒川直樹 

カリキュラム管理室 
源間隆弘（教務主任），岩﨑朋美（専科・少人数），宇山達人（少人数），吉見聡雄（理科専科）， 

山下剛史（初任研指導），尾山恵美（訪問相談担当），渡部聡子（ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ）  

事  務  室 伊丹隆（主査)，吉野優子(養護教諭)，畔上未奈子 (事務補助員)，平島弘子(事務補助員) 

松本沙希，田邉あい，熊澤あさな（休暇） 

 

 

年 １ ２ ３ ４ ５ ６ 知的 自閉・情緒 合計 

人数 ７８ ７９ ８５ ９６ １１２ １１０ ３９ ２３ ６２２ 

 

               「たくましく現代に生きる子ども」を育成する教育課程 

１．核としての「北条プラン」 
 本校の教育目標「たくましく現代に生きる子どもの育成」具現化のための教育課程編成の核は，北条プランの編成である。北条

プランは，目の前の子どもに理想として与えるべく編成した北条小独自の教育課程である。北条プランは，常に絶えることなく

PDCAサイクルを繰り返し，「プランⅠ」（1962）から始まり，平成 29年度に「北条プランⅪ」が完成した。 

 平成２４年度から，目指す子どもの姿を「未来の当事者」とし，さらに，子ども一人一人が主体的に未来に関わり，未来を切り開く

力を「創時力」と定義しその育成を目指す研究に取り組んだ。創時力育成のために「受容的批判的思考力，創造的発想力，断行

力」を身につけさせたい力とした。平成２７年にはこの研究テーマで公開研究会を実施した。 

 平成２８年からは「創時力」を育成するために最も必要なことは何かを考え，思考力に焦点を当てることとし「創時力における思考

力」をテーマに研究を進め令和元年度に公開研究会を実施した。 

 令和２年度からは新たに「学びをたのしむ」を新たな研究テーマとし，新しい授業像を模索している。このテーマと関連づけながら

「北条プラン１２」を PDCAサイクルで改善しながら作成していく。 

児 童 数 （Ｒ５．５．１現在） 

教育課程 

＜生徒指導＞ 

・休み時間の子どもの様子を知る。 

・教室に一人一人の居場所がある。 

・一人一人の良さや頑張りを伝える工夫がある。 

・授業での認め合う場面を大切にする。 

・「北条っ子の一日」の意義を理解し，みんなで守る。 

・整理整頓された教室，ワークラウンジで学ぶ。 

・子どもの話を聞くことを大切にする。 

・小さな変化を見逃さない。・スピーディーな対応に心がけ

る。  

＜人材育成＞ 

・各分掌における今年度の具体的目標を設定し，達成に向け

て努力する。 

・例年通りではない，何かにチャレンジする。やりたいことを

もつ。 

・教員としてのキャリアを向上する。 

・「どうしたらよいですか」ではなく，「～したいが，どうですか」

と尋ねる教師となる。 

・自分だったら…と常に考える教師となる。 

・子どもの気持ち，保護者の気持ちに寄り添える教師となる。 

・若手研修を実施する。チャレンジした結果の失敗は，成功の

もと。 

＜働き方改革＞ 

・「体育の日」以後，毎週水曜日をノー残業デーとする。 

・見通しをもった業務遂行に努める。 

・「明日を語る会」の年２回実施で，検討する。 

迫る努力点 



２．今年度の教育課程編成と具体的方策 
 下記にある目指す子ども像を念頭に置き，次の具体的方策を教育課程編成の視点及び手立てとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

研究・研修計画 

１ 研究テーマ 

「問題解決に向けて学びをたのしむ子どもの育成」（４年次） 
現代社会は，“正解”よりも“最適解”を模索し，「問題解決」が必要な社会である。日常生活に大きな変化が起き，未来をどん

なに予測しても，その想定外の問題や事態が発生する現代。また，ＡＩ技術が今後更に普及していく現代だからこそ，ヒトにしか

できない良さである他者と関係を築き，協働し合うことで，“最適な解答”や“納得できる解答”を探し続けることが求められている。 

 本校の児童は子どもらしい素直な表現ができる子が多い。また積極的に行事やセンター活動，学習に取り組み，その表現力を生

かした活動ができているといえる。一方，好きではないものに対しては，取り組む意欲が低かったり，やり抜くことができなかったりす

るような傾向も見られる。そこで，北条小の子どもたちは問題解決の主体となっていないのではないかという課題が見えた。この現

状を打破し，子どもたちが問題解決の主体となるには，子どもたちが学びを様々な場面で「たのしい」と思うことが必要だと考えた。

自ら問いを見つけたり，追究したり，また，それに達成感や満足感を得たりと，学習をたのしむ経験をたくさん積ませていきたい。こ

れらのことから今年度も引き続き研究テーマを「問題解決に向けて学びをたのしむ子どもの育成」と設定した。 

 

２ 「学びをたのしむ子」育成のための３つの視点 
○やりぬく・・・目標を設定し，試行錯誤を重ね，達成するたのしさ  主体的 

○かかわる・・・人と，社会と，自然などと関わるたのしさ      対話的 

○つなげる・・・色々な物をつなぎ合わせ新たな物を見いだすたのしさ  深い学び 

 「学びをたのしむ」ための視点として以上の３点を設定した。学習を既習事項や他教科はもちろん，生活や社会と意図的につな

げ，子ども自身が主体的に関わる場面を設定し，わかるまで，できるまで学びを継続することで，学ぶたのしさを実感し，意欲をもっ

て問題解決する子どもが育つと考える。 

 

３ 研究・研修の内容 
（１）問題の所在の明確化と変容の追跡 

 子どもたちは教師側が設定したこれらの視点に対して，たのしさを見いだしているのだろうか。毎年，質問紙に改善を重ねなが

ら，実態把握に努めてきた。今年度も学年の始めと終わりにアンケートを実施し，その変容を分析したい。 

（２）教科構想の作成・修正 

 上記をもとに，各教科と３つの視点を通して「学びをたのしむ」とはどのような姿かを捉える。その上で各教科の特色に応じた「学

びをたのしむ」手立てを講じる。このような一連の内容を教科構想や各学年の学習プランに生かし，改善する１年にしたい。 

（３）授業実践 

 上記教科構想を受けて，授業実践を展開する。本年度は，国語・算数・理科・統合学習の４グループを編成する。特別支援担当

もこのグループに入り，共に研究を進める。PDCA サイクルに基づき，P：教科構想作成→D：授業実践→C：実践の振り返り→A：教

科構想の改善となるようにしたい。また，こうした授業実践の積み重ねを「プラン１２」へと反映できるようにする。 

 

(１)一人でも仲間とでも，主体的・創造的に学び，豊かに表現する子 

(２)思いやりと優しさをもち，前向きに生きる子 

(３)やり遂げる意思と体力の向上を目指す子 

⑴ 一人でも仲間とでも，主体的・創造的に学び，豊かに表現する子 

①学び方を学ばせる 

 ②授業改善に努め，わかる授業を目指し，一人一人の学力を確実に

向上させる 

 ③子どもたちの主体的・創造的な学習を積極的に展開する 

 ④学習内容を積極的に工夫する 

 ⑤目標に応じて，学習形態を柔軟にする 

 ⑥令和の日本型教育を意識した取り組みの充実 

⑵思いやりと優しさをもち，前向きに生きる子 

①思いやりの心をもち，前向きな子を育む 

②地域の方との連携 

 ③自治的活動の推進 

 ④道徳教育の充実 

  ⑤生徒指導及び特別支援教育の充実 

⑶やり遂げる意思と体力の向上を目指す子 

①体力・意志力の向上 

②体力向上委員会を活性化 

③昼のフリータイムを活用した体力向上 

④学校保健委員会を活性化 

⑤いろいろなことにチャレンジできる子の育成 

⑷あらゆる場での問題解決能力の向上 

 ①切実な問題意識をもたせる 

 ②個々の考えや思いの形成の場を設ける 

 ③互いに高め合える関わりを形成する 

 ④具体的，体験的な学習を取り入れる 

 ⑤振り返りの場の確保 

 ⑥指導と評価の一体化を図る 

⑸カリキュラムの編成にあたっての留意点 

 カリキュラムマネジメントの視点から 

 カリキュラムの作成，運用にあたっては，

学校教育目標の実現に向けてカリキュラ

ムマネジメントの視点をもって作成にあ

たる 

 ①教科横断的な学び 

 ②ＰＤＣＡサイクルの活用 

 ③教育資源の活用 



本校の沿革 
 

 
 

明治５ 北条・八幡・高井の三学区が基本金を拠出し，学校 

     許可を申請 翌６年認可 

   ６ 北条学区小学校を旧長尾藩陣屋を仮校舎として開校 

   11 三学区を合併し，北条尋常小学校と改称 

   12 長須賀編入 北条 1740番地に新校舎完成 

大正７ 講堂完成 

   12 関東大震災で校舎全壊 

昭和 14 市政施行 館山市立北条小学校と改称 

   16 館山市立北条国民学校と改称 

   21  和泉久雄 生活教育５か年計画を立てる。 

   22 （ 学 校 長 ） 館山市立北条小学校と改称 

                   ｢コミュニティーに立つ民主教育の実践｣出版 

          社会科公開研究会 

   24       ｢コアカリキュラムの構成と展開｣出版 

          第１回全国公開研究会 

          PTA 設立 

   27       開校 80年祭記念事業実施 

          和泉久雄校長 読売教育賞受賞 

     30           第２回全国公開研究会「生活教育」 

           （生活カリキュラム 生活単元） 

   35 安田豊作「たくましい人間」教育の発想 

   37       学習の効率化をめざす「教材の組織案」 

             （学習プランⅠ）作成 

          精薄学級開設 

          第 13回関東ブロック放送教育研究会 

            （教育近代化の基礎，機器利用学習） 

           千葉県下公開研究会（個別化と集団化） 

   38     「学習指導の個別化と集団化」出版 

   39      第３回全国公開研究会（ティームティー 

チング・プログラム学習等提案） 

   40      市民科公開研究会「学校教育において市 

民意識をどう育てるか」 

         土曜日をスポーツデーとする 

         「実践ティームティーチング」出版 

         言語治療学級開設 

         カリキュラム管理室の創設 

         第４回公開研究会「教育のシステム化」 

   44      新校舎竣工（現校舎） 

   45      北条 456番地に移転（９月） 

         「教育のシステム化実践」出版 

   46       千葉県視聴覚教育研究会開催 

         プール竣工 

         視聴覚教育学校部門文部大臣賞受賞 

         幼児教育研究会（１年授業）開催 

   47 髙木 正 関東ブロック放送教育研究大会開催 

   48     （千葉県視聴覚教室研究大会） 

         教育のシステム化公開研究会「自己開発」 

         開校百年祭実施「北条小百年誌出版」 

         館山市「体力づくり」研究指定校 

   51 吉田隆夫  

   52     第５回全国公開研究会開催 

「創造的市民の育成」 

         文部省研究開発指定校（52～54） 

         （教育課程の研究開発） 

         千葉県算数数学教育研究会会場校 

   53     「ゆとりと充実の実践」出版 東洋館刊 

   54      校舎（５年棟６年棟）竣工（３月） 

         下真倉の一部，北条学区に編入 

   54      校舎（本館・低学年棟）屋根全面補修 

   55      本館前に大木移植 

   56 田島克巳 第６回全国公開研究会 

   57     「学校の人間化をめざして」 

         県教育委員会指定「幼小関連教育」研究 

         指定（57・58） 

        PTA による青空タワー建設 

昭和 58金木賢三 県教育委員会指定「幼小関連教育」 

         公開研究会開催「遊ぶ力を学ぶ意欲に」 

         交通安全こども自転車大会 全国優勝 

         本館アルミサッシに全面改修 

 

   59       言語障害教育研究会開催 

          「望ましい運営と指導のあり方を求めて」 

           にれの木そばに彫刻「断片」設置 

   60       千葉県視聴覚教育研究大会開催 

          「クローズアップ北条」作成 

   61       第７回全国公開研究会 

          「学校の人間化―自己学習力の育成」 

   62 長谷川純夫   学習プランⅦ作成刊行 

   63        「教育技術法則化運動」と共同研究 

           本館スカイライト・外壁全面改修 

平成元       第８回全国公開研究会 

          「子ども文化の創造 冒険する子どもたち」 

          大規模改修開始（屋根・サッシ） 

  ２ 土橋保夫  大規模改修（サッシ・ポーチ） 

  ３       大規模改修完了 普通教室を特別教室に 

          一部転用 情緒障害学級開設 

  ４       プランⅧ作成刊行 

          学習のオープン化公開研究会 

          「子ども文化の創造―自己創造力の育成－」 

  ５ 柴山  齋  ティームティーチング教員２名配置 

  ６       第９回全国公開研究会「新しい生活教育」 

  ７ 武田金市郎   時事通信社教育奨励賞優秀賞及び文部 

          大臣賞を受賞 

          文部省「読書指導」研究指定校（7，8年度） 

  ８       北条教育公開研究会 

          「新しい生活教育‐最適空間の創造‐ 

学校のミュージアム化」 

           本館防水工事実施 

   ９ 佐藤宏武  校庭整備（暗渠排水工事）実施 

           上越教育大附属小，山口大教育学部附 

           属小，奈良女子大附属小で北条小学校 

           の「統合学習」提案 

   12       第 10回全国公開研究会開催 

          「生活力ある子どもであれ」 

           学習プランⅨ作成刊行 

          「ふだん着の総合学習」出版 

   13 安西迪彦  にれの木広場に芝生を張る 

   14       教室用テレビすべて更新（市予算） 

           VTR も併せて設置（PTA 予算） 

           校旗の寄贈を受ける（木更津在住山田ぬい様） 

   15       校内 LAN 設置ネットデイ 

           文部科学省 総合学習 調査研究協力校 

   16       第 11回全国公開研究会開催 

          「生きることに有能な子どもを育てる」 

   17 諸岡 研  千葉県造形教育部会研究発表会 

   18       黒潮サミット開催 

           ネットデイシンポジウム 

   19       第 12回全国公開研究会開催 

          「生きたつながりを創造する子どもたち」 

   20 溝江 晃  中庭の樹木の剪定（同窓会の協力） 

   21       県指定「ちばっ子」学びフェスタ授業公開 

   22       千葉県学校教育功労表彰 

   23       第 13回全国公開研究会開催 

          「生きたつながりを創造する子どもたちの育成」 

   24 八巻一哉   校舎耐震補強 改修工事第Ⅰ期 

   25       校舎耐震補強 改修工事第Ⅱ期 

   26       校舎耐震補強 改修工事第Ⅲ期 

   27       第 14回全国公開研究会開催 

          「創時力」の育成 

   28 田中順勝  正門・「にれの木広場」改修完了 

     29              北条プラン⑪XI作成刊行 

           千葉県教育研究会社会科部会研究大会 

安房大会にて授業公開 

令和元 山口健一   台風により被災した体育館の修理 

           第 15回全国公開研究会開催 

           ＧＩＧＡスクール環境整備 

令和３ 安藤深佳子  新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

の分散登校（9.1～9.10） 

  ４        通級指導教室「ステップ」開設 

           創立１５０周年記念行事開催 



   

館山市立館山小学校    

 

所在地  館山市館山３１７  

電 話     ０４７０－２２－２１５５ 

ＦＡＸ     ０４７０－２２－２１５４ 

 

 

１．学校教育目標 

 『やればできる』『やさしくなれる』『やすまずできる』  

 

２．めざす子ども像 

（１）『やればできる』 ～夢を持って進んで学習する子～ 

・「やってできた」という体験を積み重ねる子ども  

・生きて働く学力を身につけた子ども（思考力・非認知能力）  

・新しいことにチャレンジする子ども  

（２）『やさしくなれる』 ～相手を気遣い思いやりのある子～ 

・思いやりの心を持ち、友達の良さや弱さを認め合える子ども 

・友達の失敗や間違いを受け入れる子ども  

・仲間とともに活動を楽しめる子ども  

（３）『やすまずできる』 ～たくましく活力に満ちた子～ 

・健康に関心を持ち、休まず登校できる子ども  

・運動に親しむたくましい子ども  

・諦めず粘り強く継続する子ども  

 

３．めざす学校像 

（１）笑顔で登校し、進んで学習に取り組める学校 

（２）明るい挨拶、元気な歌声、意欲的な取り組みに満ちた学校 

（３）清潔で機能的に整備された学校  

（４）地域・家庭との連携により、子どもの成長を共にめざす開かれた学校 

 

４．経営のコンセプト 

（１）当たり前を捨てる  

（２）子どもと共に歩む  

（３）思考力を育てる  

 

５．四大ミッション 

（１）公開研究会の充実  

（２）長欠ゼロを目指した取り組み  

（３）なかよし言葉・挨拶・歌声の展開 

（４）生活・学習習慣の確立 

 



６．研究計画 

【研究主題】  

進んで学習する子どもの育成をめざして  
 

     －子どもに学習力を！  教師に授業力を！  「館小モデル」での取組－  

 

７．学級編制・担任・学校医    （令和５年５月１日現在） 

校長 神作 正孝   教頭 小谷 佳範   教務主任 渡邊 聡美 

職員 ４４名（市職含む）  学級数 ２０  児童数 ３４８名  

 

 １組 ２組 

１年 荒井麻友子（主）  屋城  千咲  

２年 石井  希  吉野  高史（主）  

３年 川上  将伍（主）  柴山  廉  

４年 吉野  有香  鈴木  玲子（主）  

５年 中田  愛乃（主）  田中  光葉  

６年 吉川奈津子  安田健一郎（主）  

特別支援 

１組 (知的 ) ２組 (知的 ) ３組 (知的 ) ４組 (知的 ) 

庄司 歩（主）  出山千恵子  天野楓・髙橋望海  木本みゆき  

５組 (情緒 ) ６組 (情緒 ) ７組 (情緒 ) ８組（難聴）  

石井  聖子  中山  俊光  福田  雅昂  吹田美沙紀  

ことば 
１組 ２組 

 
須田麻称美  網代  明子  

ＬＡ  髙橋  洋子  
 

 

＜生徒指導主任・算数専科＞  庄司  章子   

＜音楽専科＞  坂口由紀子  

＜児童支援＞  伊藤 聖基  

＜長研生＞  平島 和弥  

＜養護教諭＞  出口 裕子  

＜県事務＞  上田 朋美・和泉 玲子  

＜初任者指導＞  髙山 好代  

＜スクールカウンセラー＞  中原 尚正  

＜市事務補助員＞  鈴木 玲子・佐久間 紀  

＜非常勤講師（図工）＞  伊藤みな江 

＜学習支援員＞  加藤視南子・田村裕美子・生稲  裕子・髙山  好代・髙木  操  

＜給食配膳員＞  柳原三和子  

＜学校管理医＞  原 徹(内科)  

＜内科＞  鈴木 正義・小谷有理子・河田 祥吾 

＜歯科＞  竹内  徹・林  宏己・堀口   隆 

＜眼科＞  佐伯 雅基 

＜耳鼻科＞  小林 直樹 

＜薬剤師＞  久保  等 

 

 



◎渡邊 庄司章 上田 和泉
◎　吉野高田中 川上 庄司章吹田 渡邊
◎　庄司章中山 出口 渡邊

◎　伊藤聖坂口 庄司章出口 渡邊
◎ 渡邊
◎鈴木 安田 出口 渡邊
◎　安田 鈴木 出口 髙橋望渡邊
◎　田中 天野 渡邊
◎　庄司章 坂口 中山 須田 網代 髙橋洋 渡邊
◎　髙橋洋 吹田 渡邊
◎　中田 田中 吉野有

　国語 書写 社会 算数 理科 生活 外国語 ことば 田中
川上 石井希 柴山 庄司章 中田 荒井 吉野有 須田 網代 ｽﾌﾟﾘﾝﾄ甲子園

研修で 吹田 安田 研修で 中山 石井希 吉川 網代 川上 髙橋望
音楽 図工 家庭 体育 LA 中山 安田
坂口 鈴木 吉川 安田 庄司歩 出山 天野（髙橋望） 木本 髙橋洋 髙橋洋

石井希 屋城 田中 髙橋望 石井聖 中山 福田 吹田 庄司章
総合 道徳 基礎基本 漢字計算習熟 ﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ 出山 石井聖

吉野有 田中 渡邊 田中 渡邊 吉野有 吹田
中田 天野 3～６年 各学年 ５年 柴山 須田

学友会活動 学力ケアプロ 学力ケアプロ 学力ケアプロ 木本 坂口
代表委員会 タイピング検定

学級活動 石井希 福田
企画 放送 図書 掲示 保健 柴山
吉川 福田 髙橋洋 川上 出口
田中 柴山 吹田 須田 鈴木玲

吉野有 網代 出山 木本 荒井
美化環境 飼育栽培 体育 安全 給食
中山 伊藤聖 安田 屋城 中田

石井希 吉野高 髙橋望 庄司歩 坂口
石井聖 渡邊 天野

クラブ活動

番線学友会 屋城
儀式的 学芸的 遠足宿泊

渡邊 庄司章 坂口 安田 髙橋望 渡邊 庄司章

網代 髙橋洋 石井聖 出山
司書教諭

福祉教育

鈴木玲 出口

吉野有 吉川
安全点検

網代
教頭 出口 坂口 網代 渡邊

全体指導 生徒指導だより

庄司章 庄司章 庄司章 田中 石井希伊藤聖髙橋洋
携帯持込把握 ＱＵ 下校指導 　学習ﾙｰﾙ 校庭ルール

庄司 庄司 福田 吉野高 安田 坂口 網代 出口 教頭

伊藤聖 坂口

吉野高吉野高 田中 渡邊 網代 川上
田中 渡邊 渡邊 田中 須田 庄司章

髙橋望 ◎坂口 渡邊 福田 吹田
髙橋望 吉野高

1年 なかよし1,4 2年 なかよし2,5 3年 なかよし6,7 中田 なかよし３ 中山
福田 柴山 渡邊　　萩原福田 出山

田中 吉野高 渡邊 荒井 木本
石井聖

　８．校務分掌
各学年主任

日本地図検定
歴史人物検定

福田
柴山

委
員
会
組
織

企画委員会
研究推進委員会
生徒指導委員会 ※いじめ防止対策委員会を兼ねる

長欠対策委員会 各学年主任
特別支援委員会 特別支援学級各担任 各学年主任

各学年主任

クラブ

学校保健委員会
体力向上推進委員会

道徳教育推進委員会 各学年1名 ※人権教育推進委　モラルアップ委を兼ねる

計算甲子園

情報  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

地図甲子園

勤労生産奉仕

学力ケアプロジェクト

図書整備プロジェクト委員会 各学年1名
サイエンスグランプリ

各学年

天野、髙橋望

健康安全体育

委員会活動

教
　
　
　
務

（
渡
邊

）
　
　
副
教
務

（
庄
司
章

）

学習指導
渡邊

庄司章

学習競技甲子園ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ

漢字甲子園

特別支援

田中
特別活動

田
中

吉川 田中 吉野有

渡邊 庄司章

伊藤聖・石井
道徳・道徳教育推進教師 田中
キャリア教育 吉野有
特別支援教育 庄司歩 読みのアセスメント（ＭＩＭ）

学校行事

特別支援コーディネーター

食育・給食

図書館教育 髙橋洋 吹田 渡邊

鈴木
玲

学校保健委員会

出山
人権教育 田中
食　　　育 荒井

健康・安全

保
健 清掃

中田
安
全

屋城
避難訓練　引き渡し名簿 交通安全

屋城　網代 福田　屋城
悩みごと相談員（セクハラ対応含む）

生徒指導
庄
司
章

生徒指導
全般

庄司
章

なかよし言葉

教育相談

長欠対策
伊藤聖
坂口

月末統計

公開事務局 公開案内
作成

音楽体育

依頼・出張
文書作成吉野高　田中 各部会主任

児童支援

活動の記録 渡邊

学力コデ担当 教頭

特別部活動

研究・研修

応募 庄司章
作文 書写 図工 理科

安田 ○吹田　石井　屋城　吉川　鈴木玲

ホームページ 児童名簿

初任者指導 渡邊　　髙山 若手教員育成チーム担当

渡邊補教計画

文書等
発送

受付名簿
作成

資料印刷
丁合

講師連絡

スクールカウンセラー連絡

担当



教科等 出席統計 長欠報告 保健統計 保健セ スクールバス

各主任 石井聖 上田、和泉 伊藤聖 伊藤聖 出口 出口 鈴木玲
施設台帳 備品台帳 調査統計 服務 共済互助 給食

鈴木玲 鈴木玲 上田 和泉 上田 和泉 上田 和泉 鈴木玲
県会計 市会計 給与 就学援助 特学奨励費

上田 和泉鈴木玲 上田 和泉 鈴木玲 事務・網代

保健会計 ベルマーク 募金 職員会計

出口 渡邊 吉川 上田・和泉

PTA 電話 給食 名札
教頭 鈴木玲 鈴木玲 鈴木玲
共通 各教科 視聴覚 児童図書 清掃用具 机椅子スリッパ拾得物ストーブパソコン

教頭 主任 福田 髙橋洋 吉野有 伊藤聖 鈴木玲 鈴木玲 屋城 福田

６年教室 廊下 学友会室 ＰＣ 図書室 便所 学年室 算ﾙｰﾑ 多目的室

担任 安田 吉川 福田 髙橋洋 安田 安田 吉川 吉川
３年教室 廊下 理科室 家庭科 オープンＲ 便所 学年室 算ﾙｰﾑ 英ルーム 多目的室

担任 柴山 伊藤聖 吉川 柴山 川上 川上 柴山 吉野有 柴山
な言教室 な言教室 昇降口 男便所 女便所 カウンセリング

ルーム な学年室 女更衣室

担任 担任 石井聖 福田 出山 出口 庄司歩 木本
給湯室 倉庫 保健室 会議室会議室前掲示印刷室
鈴木玲 佐久間 鈴木玲 佐久間 出口 鈴木玲 田中 鈴木玲

男更衣室職員室 校長室 事務室 昇降口 放送室 玄関 掲示板
川上 渡邊 上田 和泉上田 和泉 渡邊 福田 網代 田中

５年教室 廊下 音楽室 算ルーム 学年室 便所 多目的室 教具倉庫

担任 田中 坂口 中田 中田 中田 田中 田中
２年教室 廊下 図工室絵本部屋学年室 便所 算ﾙｰﾑ なかよし８

担任 石井希 石井希 石井希 吉野高 吉野高 吉野高 吹田
1年教室 廊下 ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽ 給食室 学年室 便所 算ﾙｰﾑ 営繕室 適応指導教室

担任 荒井 屋城 屋城 荒井 屋城 荒井 佐久間 伊藤聖
教室 廊下 １階多目的室 １便所 ２便所 学年室 資料室 算ﾙｰﾑ
担任 吉野有 教頭 教頭 鈴木玲 鈴木玲 鈴木玲 吉野有 ※

体育館 体育館倉庫 体育館袖 体育館便所 遊具 グランドプール 体育倉庫 １年 荒井
体育部 体育部 体育部 出口 体育部 体育部 体育部 体育部 ２年 吉野高

学校園 ゴミ捨場 屋上 掲示板 ３年 柴山
伊藤聖 佐久間 教頭 吉川 ４年 吉野有

水上倉庫C昇降口石油倉庫玄関倉庫B西倉庫 格納庫 ５年 田中
佐久間 佐久間 佐久間 佐久間 佐久間 佐久間 ６年 安田

幼稚園 保育園 中学校 子ども会 評議員 なかよし 福田
教頭 渡邊 庄司章 荒井 荒井 安田 渡邊 教頭

学警連 民生委員 共済 学生協 施設開放 ＰＣ・ネット 安心安全サポーター 学童ｸﾗﾌﾞ 放課後子ども教室

庄司章 鈴木玲 上田 和泉 上田 和泉 教頭 福田 教頭 教頭 教頭
川上 坂口 網代
庄司章 伊藤聖 須田
吹田 中山 髙橋洋

各学年
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明６．７　　館山小学校設置、長福寺を仮校舎とする
　12．６ 　 館山・上須賀・沼・宮城の各校を統合する
　23．７　　館山町上天王下御霊台に校舎を建設する
大３．４　　館山町・豊津村合併で両校統合、館山尋常小学校
　11．３　　現地校に校舎建設開始、　途中関東大震災にあい、以来６か年で４棟の校舎新築
昭２．５　　講堂竣工、１０月本館竣工
　４．９　　第５校舎新築する
　16．４ 　 館山市館山国民学校と改称する
　22．４ 　 館山市立館山小学校と改称する
　29．７　　創立８０周年記念事業として校庭を拡張する
　43．３　　「授業の急所」を明治図書より発刊する
　46．８　　鉄筋三階建防音校舎の建築工事を開始する
　49．３　　同数室の第一・第二・第三期工事竣工する
　50．４　　文部省教育課程（理科）研究指定校となる（昭５０～５１年度）
　52．10　　同上　全国公開研究会開催する
　54．４　　文部省指定校（心身障害児理解推進）となる（昭５４～５５年度）
　54．４　　県教委より安房博物館協力校の委嘱を受ける（昭５４～５６年度）
　54．７　　校舎増築工事竣工する
　55．11　　文部省指定校心身障害児理解推進全国公開研究会を開催する
　56．10　　県健康優良校表彰を受ける
　58．７　　校地・校庭・校舎・環境整備充実運動開始
　59．５ 　 校門わき彫刻設立、その他校地・校庭・校舎などの環境整備
　60．３　　体育遊具施設設置
　61．４　　玄関内装整備
　61．７　　水上小との交歓会20回目を迎える
　62．３　　体育遊具施設（アスレチック）完成
　62．４　　ことばの教室開設
　63．９　　体育倉庫完成
　63．10　　県音楽教育公開研究会を開催
平元．２　　体育遊具施設（アスレチック）完成・校庭東側に植樹（ヒマヤラスギ17本）
　２．４ 　 県特殊教育センター研究協力校（平成２・３年度）
　２．12　  玄関トロフィー戸棚完成
　３．11　　財団法人・才能開発教育研究財団より才能開発実践教育賞を受ける
　４．４　　千葉県環境学習モデル校として指定される
　４．８　　校舎１棟（外壁・屋上・内装・床）全面改修、体育館内トイレ新設
　５．８　　校舎２棟（外壁・屋上・内装・床）全面改修、体育館壁・床改修
　７．２　　体育館ステージ下パイプ椅子収納台車取り付け
　８．６　　「千葉県夢を育む教育推進地域」及びNＴＴこねっとプランの指定をうける（～９年度）
　10．４　　千葉県教育委員会より「生徒指導推進地域」の指定をうける（～１１年度）
　14．２　　ゴルフ場基金による植栽　槙100本　桜５本など
　14．３　　パソコン４０台導入　インフラ整備事業
　14．４　　文部科学省「学力向上フロンティアスクール」の指定をうける（～１６年度）
　15．４　　学校評議員委嘱
　16．12　  文部科学省「学力向上フロンティアスクール」公開研究会を開催
　17.10･11  NEXT学力向上フロンティアスクール公開研究会開催
　18.10･11  第3回・第4回「授業力」向上実践研究会開催
　19.10･11  第5回・第6回「授業力」向上実践研究会開催
　20.10･11  第7回・第8回「授業力」向上実践研究会開催
　21.10･11  第9回・第10回「授業力」向上実践研究会開催
　22.10･11  第11回・第12回｢授業力｣向上実践研究会開催
　23．３    東北地方太平洋沖地震が発生(11日14時46分 震度5弱)、津波警報発令により児童引き渡しにて下校。
　23.10･12  第13回・第14回｢授業力｣向上実践研究会開催
　24.11･12  第15回・第16回｢授業力｣向上実践研究会開催
　25.11･12  第17回・第18回｢授業力｣向上実践研究会開催
　26．11 　 教育功労者表彰　学校教育の部（団体）受賞
　26.11･12  第19回・第20回｢授業力｣向上実践研究会開催
　26．７    体育館・校舎北棟耐震改修工事（～27.3）
　27．７    校舎東棟・西棟耐震改修工事（～28.3）
　27.11･12  第21回・第22回｢授業力｣向上実践研究会開催
　28.11･12  第23回・第24回｢授業力｣向上実践研究会開催
　29．５    「新たな学びに関する教員の資質能力向上のためのプロジェクト」研究指定（～３１年度）
　29.11･12  第25回・第26回｢授業力｣向上実践研究会開催
　30.７　   台湾　崇明國小との学校交流会開催
　30.11･12  第27回・第28回｢授業力｣向上実践研究会開催
令元.11･12  第29回・第30回｢授業力｣向上実践研究会開催
　２.12･４  第31回｢授業力｣向上実践研究会開催
  ３.11･12  第32回・第33回｢授業力｣向上実践研究会開催
  ４.４　　 ＬＡ教室開設

９．沿革 
 


